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は じ め に

本県の畜産は、亜熱帯の温暖な気候環境のもと、それぞれの地域の特性を活かし、

生産者と関係者が緊密に連携した各諸施策の推進により、本県農業の基幹部門へと飛

躍的に発展してまいりました。平成２９年次の農業産出額は１ ,００５億円でその内
畜産部門は４５７億円で農業産出額の４５％を占め、本県農業の基幹部門として、今

後も安定的発展が期待されております。

特に肉用牛においては、産出額が２２８億円とさとうきびを抑えて県農業のトップ

にまで成長しており、飼養頭数も７万３千８３６頭と５年連続の増加と基幹作物とし

て着実に発展してきています。

養豚は、飼養戸数・頭数ともに減少傾向が続いておりますが、県内と畜頭数は３３

万７千７６０頭と４年連続で増加しており、優良畜種導入、飼養環境の改善など各取

り組みの一つ一つが生産性の向上につながってきていると考えております。

また、山羊では、飼養戸数・頭数ともに大幅に増加しており、山羊生産組合も１９

組合に増え、各地域で盛り上がりを見せております。

酪農や養鶏につきましては、素牛価格の高騰や生産過剰に伴う価格低迷など、依然

として経営を取り巻く環境は厳しいと認識しております。

このような中、県産畜産物の海外輸出は豚肉を中心に増加しており、輸出のさらな

る増加とインバウンド需要の取り込みが期待されます。

しかしながら、畜産をめぐる情勢は、ＴＰＰ発効や日欧ＥＰＡ調印など、先行き不

透明な事が多い中、高齢化の進展、担い手不足、施設機械の老朽化に伴う生産性の低

下、畜産環境問題、ブランド化や地産地消による消費の拡大、国内内外における家畜

伝染病の発生など多くの課題や懸念事案が山積しております。

このような状況の中、畜産経営を安定的に継続・発展させるための生産基盤の整備

など各施策を推進するとともに、消費者ニーズを踏まえたブランド化の推進、需要の

拡大など生産者・関係機関と連携の下に積極的に取り組みんで参りたいと存じます。

引き続き、「沖縄２１世紀ビジョン基本計画」に位置づけられた持続的な農林水産

業を目指して、なお一層の畜産振興へのご理解とご協力をお願いいたします。

なお、この小冊子が本県畜産の概要を理解するうえで手助けとなり、広く皆様方にご

利用いただければ幸いです。

本冊子の作成にあたりましては、ご多用中にもかかわらず、関係団体の皆様から多

大なご協力を賜りましたことに対しまして、深くお礼を申し上げます。

令和元年 ７月

沖縄県農林水産部畜産課 課長 仲村 敏
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Ⅰ 農業および畜産の概要





１．農業の概況 

（１）農業人口と農家戸数 

  本県の人口は、1,451 千人となっており、世帯数は 596,401 世帯となっている。 

  （沖縄県統計課 平成 31 年 3 月 1 日現在推計人口） 

  産業別就業者数においては、第一次産業者数の全産業に占める割合は、4.1%となっている。 

  

（２）耕地面積の推移 

  耕地面積は、平成２年以降毎年減少傾向にあるが、その中で牧草地はおおむね現状維持となっ

ている。 

 

産業別就業者数の推移 単位:千人
年 区分 全産業 第1次産業 第2次産業 第3次産業
25年 実 数 32 100 503

構成比 5.0% 15.5% 78.0%
26年 実 数 29 102 510

構成比 4.4% 15.4% 76.8%
27年 実 数 30 101 521

構成比 4.4% 14.9% 76.7%
28年 実 数 32 104 535

構成比 4.6% 15.1% 77.4%
実 数 30 102 552
構成比 4.2% 14.4% 78.1%
実 数 29 105 563
構成比 4.1% 14.9% 79.6%

707

29年

30年

642

645

664

679

691
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（３）農業・畜産産出額 

  本県の農業産出額は、平成 29 年は 1,005 億円で、そのうち畜産は農業全体の約 45.5％を占めて

おり、引き続き農業の基幹的部門となっている。 

 
 平成 29 年の畜産産出額は 457 億円で、前年に比べ 17 億円増加した。内訳では肉用牛が最も多く 
全体の 49.9％を占め、次いで豚が 28.7％、鶏は 12.9％、乳用牛は 8.1％となっている。 
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２．畜産の概要 

 

 本県の畜産は、温暖な亜熱帯気候を生かし、規模拡大、経営基盤の強化が図られてきたが、近年、

口蹄疫や高病原性鳥インフルエンザの発生、食肉偽装表示問題等から、家畜伝染病に対する防疫体

制の強化や食の安全性の確保が求められている。その一方で、ＴＰＰ問題や配合飼料価格の高止ま

りなど、畜産経営にとっては、厳しい状況におかれている。 

 

 
H31 年度 種雄牛候補牛 

 

H31 年度 種雄牛選抜牛 

     

家畜飼養頭羽数の推移 単位：頭、千羽

S60 H2 7 12 17 22 24 25 26 27 28 29 30

肉用牛 40,705 46,002 66,392 80,491 78,219 83,512 73,807 69,966 70,024 70,487 71,956 73,134 73,836

乳用牛 8,352 9,232 9,065 7,661 6,436 5,027 4,827 4,731 4,819 4,375 4,300 4,348 4,241

豚 323,575 317,303 315,487 298,657 240,524 248,275 224,203 219,742 210,832 210,863 211,452 210,756 206,828

採卵鶏 1,512 1,514 1,317 1,614 1,474 1,446 1,541 1,594 1,553 1,439 1,459 1,445 1,369

ブロイラー 670 990 850 835 741 850 648 697 634 595 583 617 574

「１２月末家畜・家きん等の飼養状況調査」県畜産課
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地域別家畜飼養戸数・頭数 

（単位：戸、頭、千羽） 
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（１） 肉用牛 

 

 本県の肉用牛飼養頭数は、畜産クラスター事業や畜産担い手事業等による施設整備や草地整備、

一括交付金事業や肉用牛経営安定対策補完事業等による繁殖素牛導入を行ったこともあり、平成

26 年より 5 年連続増加と好調を維持。また、繁殖雌牛、仔牛生産頭数及び仔牛出荷頭数は、継続

して増加しており、今後も仔牛出荷が増加する要因が整っている。さらに、肥育牛においても「肉

用牛肥育素牛導入支援事業」等による効果により、3 年連続増加している。 

 

  

         

 

 

 

資料：｢12 月末家畜・家きん等の飼養状況調査｣県畜産課 ＊肥育牛出荷頭数：（公社）日本食肉格付協会｢牛枝肉格付情報｣（H15~） 

 

 

H30 年度県共進会 

（若手が団結して取り組み団体賞（肉用牛の部）を獲得した糸満市） 

H30 年度県共進会 

（繁殖雌牛の花形である肉用牛成雌２類での審査風景） 

H31 年初セリ風景 
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（２）酪 農 

 

 本県の酪農は、全国的な消費の低迷、飼料価格の高騰などにより、飼養戸数、飼養頭数ともに

減少傾向で推移しております。後継牛確保においては、県内にある乳用雌牛を育成する家畜改良

センターに育成牛を預ける頭数が増えており、乳用牛の県外導入から県内育成へ力を入れており

ます。また、1 戸当たりの飼養頭数が増えており、農家の規模拡大が進んでいる状況です。 
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牛乳需給状況の推移 

項目 年次(1～12月) 平成８年 13年 18年 23年 25年 26年 27年 28年 29年 30年

37,221 41,367 34,724 27,360 28,281 26,797 26,682 25,812 24,758 24,118

259 199 825 683 323 389 935 833 782 1,003

11 1,481 1,271 51 99 154 101 68 32 0

35,515 38,621 32,798 27,560 28,709 26,934 27,396 26,475 25,440 25,061

1,939 1,378 1,344 345 7 2 2 2 0 0

15 86 136 120 129 114 118 100 68 60

37,469 40,085 34,278 28,025 28,845 27,050 27,516 26,577 25,508 25,121

一般向け 25,404 23,181 20,243 15,801 17,142 16,257 16,707 15,822 15,298 14,789

学校給食 6,769 6,522 6,707 6,725 6,598 6,554 6,534 6,493 6,500

小 計 25,404 29,950 26,765 22,508 23,867 22,855 23,261 22,356 21,791 21,289

一般向け 11,822 11,850 9,866 8,257 6,323 5,893 5,887 5,915 5,817 5,504

学校給食 7,788 376 0 0 0 0 0 76 109 39

小 計 19,610 12,226 9,866 8,257 6,323 5,893 5,887 5,991 5,926 5,543

45,014 42,176 36,631 30,765 30,190 28,748 29,148 28,347 27,717 26,832

314 415 388 830 861 833 823 862 988 1,343

消費量（ｋｌ）Ｂ 45,328 42,591 37,019 31,595 31,051 29,581 29,971 29,209 28,705 28,175

79.6% 94.2% 91.0% 84.0% 88.3% 87.9% 86.3% 85.7% 83.7% 83.0%

6,084 6,474 8,858 8,705 11,333 11,058 10,741 10,201 10,750 10,535

35.3 32.0 27.0 22.8 21.9 20.7 20.9 20.2 19.8 19.4

8,656,929 8,301,523 8,133,907 7,473,607 7,454,201 7,334,496 7,379,224 7,393,715 7,280,873 7,292,520

5,186,482 4,941,499 4,645,366 4,057,612 3,974,328 3,910,995 3,932,865 3,991,814 3,979,341 4,000,189

3,351,084 3,266,285 3,407,370 3,350,651 3,476,590 3,364,698 3,389,816 3,349,245 3,251,921 3,243,465

119,363 92,686 81,171 65,344 57,283 58,903 56,543 52,656 49,611 48,866

8,656,929 8,300,470 8,133,907 7,473,607 7,508,201 7,334,596 7,379,224 7,393,715 7,280,873 7,292,520

4,222,023 3,875,298 3,702,308 3,062,688 3,030,542 2,988,641 3,005,470 3,049,421 3,088,740 3,141,864

826,717 575,604 439,135 588,636 475,829 467,288 450,727 441,271 440,078 413,736

合計（消費量） 5,048,740 4,450,902 4,141,443 3,651,324 3,506,371 3,455,929 3,456,197 3,490,692 3,528,818 3,555,600

乳飲料生産量（ｋｌ） 1,027,759 1,231,267 1,244,009 1,275,825 1,366,426 1,330,001 1,305,241 1,236,298 1,177,231 1,121,273

発酵乳生産量（ｋｌ） 534,931 685,281 838,833 65,246 1,809,038 1,000,391 1,051,077 1,104,913 1,076,039 1,067,426

乳酸菌飲料生産量（ｋｌ） 207,582 176,085 166,446 12,953 157,298 143,316 148,340 140,011 128,721 125,550

40.1 35.0 32.4 28.6 27.5 27.2 27.2 27.5 27.9 28.1

（注１）飲用牛乳の消費量には、加工乳も含まれる。

（注２）値は農林水産省「牛乳乳製品統計」から転記。飲用牛乳１人当たり消費量については、平成19年までは「日刊酪農乳業速報」より、

平成20年以降は12月1日付県推計人口数で除した数値

１人当たり飲用牛乳消費量（ｌ）

全
国

生乳生産量（ｔ）

用途別
処理量

（ｔ）

飲用牛乳向け

乳製品向け

その他

処理量計

飲用牛乳
生産量
（ｋｌ）

牛乳

加工乳

飲用牛乳
等生産量

（ｋｌ）

１人当たり飲用牛乳消費量（ｌ）

県

生乳生産量（ｔ）A

生乳移入量(t)

生乳移出量（ｔ）

用途別
処理量

（ｔ）

飲用牛乳向け

乳製品向け

その他

処理量計

生乳自給率　Ａ/（Ｂ×比重：1.031）

乳飲料生産量（ｋｌ）

飲用牛乳
生産量
（ｋｌ）

移入量（ｋｌ）

牛乳

加工乳

合計

 
              

 
父の日には牛乳(ちち)を贈ろう！キャンペーンによる副知事への県産牛乳贈呈式 
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（３）養 豚 

 

 本県の豚の飼養頭数は、環境問題、担い手不足等の諸問題から、飼養戸数および頭数の微

減が続いており、１戸あたりの飼養頭数や県内豚｢と畜｣頭数においては、連続傾向にある。 

 沖縄県では、｢沖縄養豚獣医療体制整備事業｣の衛生対策向上の取組や「おきなわブラン

ド豚増頭体制確立事業」による生産性の高い繁殖母豚供給体制の確立への取組により 1 母

豚あたりの肉豚生産頭数の増頭の効果もあり、県内養豚は生産性向上が図られ堅調な傾向

である。  

 

       
     

     沖縄アグー豚          おきなわアイランド 
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（４）養 鶏 

 

 近年、採卵鶏の飼養戸数は減少しているが、飼養羽数は安定しており、鶏卵の生産量は、 

約 20,000ｔで、安定した供給体制が図られている。 

 沖縄県養鶏協会は、県産たまごの消費拡大促進と養鶏農家の経営安定を図るため、８月９日を「エ

ッグの日」として制定し、県産たまごの消費拡大イベントを行っている。 
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 ブロイラーは、主に沖縄本島北部地域で生産されており、県全体で約 60 万羽が飼養されてい

る。また、生産した鶏肉は、ほとんどが県内向けに出荷されている。
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